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近年急速に進むグローバル化を受けて実用的英語力の向上に髙い関心が向けられる中、英語 
教育の若年化が急速に進み、多くの幼稚園、保育固などでも英語の時問が設けられるようにな 
った。そのような現状の中、幼児教育に関わるものにとって適切な英語指導法を身につけるこ 
とはこれからより必要とされる資質であり、就職面接の際の強みにもなると考えられる。
本稿は、段階的指導を積み上げることで英語を専門としない幼児教育に関わる学生がより効 
果的に英語の語彙指導法を身につけられるようデザインされた授業実践の報告である。段階別 
に学生の気づきの変化を見ることで、段階的指導が学びを前進させているかを考察する。
キーワード：英語専門外の学生への指導、 英語の語彙指導、段階的指導、気づき
1,はじめに
グローバル化に伴い、2020年からは小学校でも英語 
が教科化されるなど英語教育への関心が急速に窩まっ 
ている〇。それを受けて、英語を用いた活動の時間を 
持つ幼稚園•保育園なども急增している。英語のネイ 
ティブスピーカーが英語の時間を担当するような場合 
も数多くあるが、学習者を常からより理Mしていて、 
英語を学ぶモデル^しての役割を担える日木人教員に 
よる英語活動への取り組みが見直されてきている2»こ 
ともあり、幼児教育の現提を目指す者にとっても英語 
の指導力は必要な技術となりつつある,
本学の学生は幼児•児童教育に関わっていくことを 
ロ標としており、幼児,児童教育を専門に学んでいる 
反面、英語を苦手としている学生が多く、第二言語習 
得に関する専門的知識は持ち合わせていない。それゆ 
え、子ども学ゼミ-Kids English-では英語を専門とし 
ない学生を対象に英語指導に必要な英語の基礎力の向 
h、教材の扱い方■活動進行の習得に取り組んできた。
前期は英語の音に着目させるphonemic awareness 
の指導として歌やチャンツ+ライムなどを多く紹介し、 
シラブル読みのトレーニングなどを行い、英語特有の 
音韻やリズムなどへの気づきを促した。Phonemic 
awarenessの指導は、英語特有の音や音韻認識を鍛え 
ることで、単語が音の構成により成り立っていること 
への気づきを促し、英語に対する感覚を磨く単語学習 
の基礎とも言える指導である。
その後、フォニックスの練習を通して、まず学生自 
身が英語の音とn本語の音の違いに気づけるよう訓練 
させたのち、どのように指導する方法があるかも紹介 
した。
前期の終わりから後期にかけては幼児教育現場で最 
もよく行われるであろう語彙指導を中心に取り扱って 
きた。語彙指導では音声教材の上手な使い方、楽しく 
続けられる反復練習の仕方、子どもたちが楽しく参加 
出来る主活動のデザインとその進行などが成功のカギ 
となってくる。これらの活動内容をスムーズにこなす 
には多くのポイントを把握し、練習を積むことが必要 
となる。従って、指導法を明示的に伝授するのみでは、 
やり方をしっかりと理解することは网難であり、また 
実践に応用できるほど習熟度の高い技術を身につけさ 
せるまでには至らない可能性が离い。それゆえ、講義 
などの明示的指導に加え、ステップを踏んだ実践計画 
の作成、実践、ピアレビューを含む振り返り、模擬授 
業の体験といった細かい段階を経ることで徐々に気づ
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きを積み上げていくことが必要であると著者は考える。 
ここでは、そのような段階的指導を行う中で、学生 
の気づきがどのように具体化し、成長していくかを、 
段階ごとの授業後の感想を比較することで探る。
2. 方法
調査期間:2016年9月—2016年12月
調査象:本学児童教育学科ドーマンゼミ受講者 
1回生17名、2回生6名 
手続き：語彙指導の実践①の後に記入した感想と 
教師による植擬授業を体験した後の感想 
を比較することで、各段階における学生 
の気づきやモチベーションの変化を調査
する。
3. 授業の展開と考察
表1:2016年度の子ども学ゼミKids Englishでの 
英語の語彙指導法教育における段階的指導工程
表1は稿者が作成した英語の語彙指導法教育における 
段階的指導工程である。本稿では1～6ある指導工程の 
屮の1～5を、以下の3-1から3-5で論ずる。
英结の誌彙指導法教育における段險的相導エ報
1 结彙指導法に関する講義
2 活勤計固の作成と充表(活動工程の说明)
3 教科作成■活勤1 j八ーサルとグルーブ評価
4 活動実a®
5 教師による禊擬授黨を体験
6 活動実践②(最終発表>
3-1語彙指導方に関する講義
①学齢による興味に合わせた語彙選択②語彙の提示 
のために用いられる教材とその提示方法③語彙の練 
習■記億■確認アクティビティについての講義を行っ 
た。それまでにも逐次授業で語彙ドリル、英語学習で 
用いられるゲームや歌の体験なども行ってきている。
3-2活動計画の作成と発表(活動工程の説明>
学生は2人1.組になり、語彙の導入•反復練習•主 
活動を考える。授業計画を立てたのち、各グループが 
教師に授業の進行を口頭で説明し、教師はそれぞれに 
詳しくアドバイスを与え、そのアドバイスに伴い授業 
計画の修正が行われた。
その後、备グループがプロジヱクターに授業計画を 
投影し、クラスに向けて説明を行った。その説明に対 
し、教師が最後に評価-質問を金体に向けて行うこと 
で指導I••.の注意点や改善すべき点を全体に提示するよ 
うにした。
この時点で学生が作成した授業計画では語彙リスト 
のスペルミスが目克つなど、作成にあたり細かい注意 
が行き届かない部分や、学んだことを其体的に自分た 
ちの活動計画に落とせていない様子が伺えた。
【事例①：2人1組で作成した活動計面I 
この計画書は1)対象児童年齢、2)トピック、3)极 
う語彙、4)活動工程で構成されている。
-し,
蟓 H M* • Vi • l * • I
3-3教材作成•活動リハーサルとグループ評価
活動計画に従って教wm脯と授業進行を考えた。単
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語カードは手作りで作成し、一緒に使うオーディオ教 
材は教師が学生のスマートフォンを使い録音した。
単語カードを作る際にスペルを確認してから作成す 
るよう声がけしたにもかかわらず、記憶を頼りに適当 
なスペルを書いてしまうグループが目立った。また、 
各グループ活動のリハーサルを行う時問があったが、 
過去の講義である程度見本を見せてきたにも関わらず、 
いざ実践するとなるとどうして良いか分からず活動準 
備が進まないグループが多く見受けられたため、グル 
ープ同士で発表を見せ合い、アドバイスを与え合う活 
動に切り替えた。
リハーサルの時よりは活発に活動を行ったものの、 
友達の未熟な部分に関してアドバイスできるまでには 
至っていないよう見受けられた。
【事例③：学生の作成した教材例(ピクチャーカード)】
3-4活動実践①
活動実践は大きく 2グループに分かれ、それぞれで 
発衷と参加(幼児役)を行った。それぞれのグループ 
が作成した教材を使い、自分たちで立てた計画に従っ 
て実践を行った。
準備が十分に行えていなかったグループが多くあり、 
実践の最中に打ち合わせをしてしまったり、活動計画 
を見直す場面が多々あったりと、計画通りスムーズに 
行えない様子が見受けられた。
発表者は活動を行った感想を記入し参加者は参加 
した活動の教材•流れ-指導者の指示の仕方にっいて 
良かったところと改善点を記入した,
自分で実際にやってみて、またクラスメートの発表 
を兒ることで、活動を行うにあたって大事な点にっい 
て多くの気づきがあったことが  _ から見受けられた。 
この感想の屮で学生から上がった意見に教師の見解を 
合わせリストにしたもの(表2)を次の授業で振り返 
りとして使用することで、気づきの定着を図った。
表2:感想の中で学生から上がった意見に教師の見解 
を合わせリストにしたもの
教林について：
① スペルは記入的:こ必ずチ发ブクしましょう,朗違ったものを提示することは 
蘭ったfe織を塊め込むことにっながります,
② スベリングを統一させましょう,最初を大文卞にするのか,令て小文字で紀 
入するのか、教付ごとに統 し主しょう,最初の音に注nさせたいなら大文 
宇で始める、用途なども考えてみるとftいでし足う,
③ 姑故、複数を拾と 致させ去しょう,菜木は(•grapes'や"panto”など複數 
系でしか君い表せないものを除いて)全て埘數で絵を用货すると後で裡数を 
教える呤:こや9やすいでしょう,
④ 番递くに麼っているス!ftにもきちんと兒えるものを用意しましょう、色の 
渡さや衣Eの大きさなど、实際に雕れたところから兒て確かめましXう,
⑥教Mの兒せ方を工夫しましょう,カードなどを使うときは柑で表紀をAtって 
しまっていないか.立ち位廉で昆えない子が出ていないめ規し主しょう。 
またスムーズに兌せられるよう教こH夫(リングでまとめる、バウチする 
など> ムたJ1、技い方を車前に練習-ておきましょう,
教師の相示にっいて
① 大きな声で,はっきりと給しましょう,
®今、子どもが何をするベきかをしっかりと示しましょう.閒く時なのか、« 
甚する峙なのか、どのような充这を求めているのかを子どもがしっかり理解 
できる上うにしましょう,
③ 子どもが揠した揀肢を潼成できたらそのことを®めてあげましょう,具体的 
にできたことを褒めてあげられるとなお良いでしょう,(大きな声で君えた 
ね、など)
④ どのような苕い方をするか、Mれる主でしっかり準備しておき袁しょう,炎 
鈕はフレーズを事的に厲ペて上手に君えるよう練罟しておきましょう。E3本 
掛も子どもに伝わるSい方かどうかしっかり吟味しましょう,
⑤ ロ本进の使い方に注总しましょう,英箝のロ本班択をしてし去うと子どもは 
英箝をわかろうとしなくなってしまいます、P本研は奂ではどうしても鼴 
しい推示のMのみ使い.なるべくジ发スチ*一や供貿:教材を衔すなどして 
ロ本语を使わないで&いょう工夫しましょう,
⑥ 活勤の敲扨の梅示は,教師が賓数いる場合,口本轿で豸ってしまうのではな
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く、教師阈士で見本を見せることでわからせるようにしましょう. 
®より難しい課担へ子どもが自信を持って取り組めるよう,活動へ移る舵にし 
っかり**男を幘んであげましょう」をしっかりさせることで成功させて 
あげると英番を好きに立、6ほを持っことにっながります.まだ上手 
に苦えないと思ったらM習を增やしたり、もう卜分苕えると思ったら減らし 
たりa檄応変に对応しましょうs
活動のitれにっいて
① 活*IFに不必喪な舶が空いAし教師冗士でその場で打ち舍わせするなどし 
てしまうと,子どもの典中はすぐにそれてし主います,集中を途切れさせな 
いよう洗れをしっかりリハーサルして、どんな5葉で指示をするのか、どの 
ような動さをすれば良いのか珲解して桃みtしIう。
② やさしい課越から鼴しい球組へa：いう洗れがでさているか,活動の建易度や 
手順をしっかり璀球しましょう,
®子どもたちの性格や特畤などにも気を使うとより班れがスムーズになるこ 
ともありますB (括充な子t大人しい子が族ざるようグルーブ分けtす«. 
得gな子が*足りないt感じていたら««子n城助を«驅いす5など4る 
ベく皆が充実する状餡を作る)
©子どもたちがすべての活勤:こやる氣を捋って取り組める工夫を常に考えて 
おぐせる活動であれば後でクイズを出すからしっかり聞くよう伝え 
る、與猜のコ戚であれぱ2回Hはスビードを上げて赛ませるなど),
3-5教師の模擬授業を体験
1～4の工程を経て、活動進行において電要である 
点が学生の中で浮き彫りになってきたところで教師に 
よる模擬授業を体験させた。
自分たちができなかった部分や、ここをもっとこう 
したいという風体的な課題に着目できている状態で模 
擬授業を体験することで、効果的と思われるアプロー 
チがどのように行われているかなど、より細かな部分 
への気づきが生まれるのではないかという狙いがあっ 
た。
模擬授業ではアイスクリームのフレーバーの語彙を 
用いて、好きなアイスクリームを買いに行くというコ 
ミュニケー■ション活動を主活動として紹介した。この 
授業は著者が実際に5歳児に向けてデザィンし、行な 
ったことのある授業であり、幼児や保護费からも好評 
であった活動の一つである。
語责の導入時には2牟生の学生に協力を得てティ- 
チヤートーク(教師同士の英語でのやり取り)を行う 
と同時に視覚教材を用いることで、どのようにすれば 
13本語を使わず、ごくごく限られた英語で幼児に話の 
内容を伝えることができるかを紹介した。
そのあとに行われる語彙のドリルではオーディオ教 
材を用いて教師が幼児と一-緒に声を出したり、リズム 
読みをしたりすることで飽きずに楽しく繰り返しの練 
習ができることを示した。
主活動であるコミュニケーション活動に入る前には、 
ティーチャートークにより幼児にやりとりの見本を1 
せることでこれからやることをS本語での説明なしで 
も示せる例を見せた。また、幼児役の教師がわざと問 
違えて気をつけるべき点に気づ力せることも付け加え 
た。加えて活動開始前にターゲットフレーズの繰り返 
し練留をさせることで幼児が_信を持って主活動に取 
り組めることも体験させた。
コミュニケーション活動では、アイスクリームを買 
いにいくという想定で、まずアイスクリームコーンが 
描かれたカードを配り、それを持って教師のところに 
行き、皆分の好きな味をオーダーするとアイスのシー 
ルを貼ってもらえるという活動を行った。
教師が2人いることで、1人がカードを配っている 
間にもう一人が買いに来た幼児に対応できたり、買い 
終わった幼児に何を買ったか聞きに入ったりするなど、 
幼児の待機時間を少なくし、より英語に触れさせる時 
間を増やす方法も見せた。
活動後すぐに活動を体験した感想を全員に書かせた。
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活動後の感想では、どのようなアプローチがどのよう 
な効果を生んでいたかというような異体的な表記が多 
く見受けられた。詳しくは結果と考察の部分で触れて 
いく。
4結果と考察
ここでは段階的指導において学生たちの気づきがど 
のように変化していったかを考察する。具体的には、1) 
学生が語彙指導の実践①を行った後に感じた(気づい 
た)改善点と学生が教師の模擬授業を体験して授業づ 
くりにおいて大事だと感じたところ(気づき)の項目 
の比較(表2と表3参照)、2)どれだけの学生がその項 
目を記入した^(庚2と表3参照)を考察の対象とする。
A~Eは、学生が語彙指導の実践①を行った後に感じ 
た(気づいた)改善点と、学生が教師の模擬授業を体 
験して授業づくりにおいて大事だと感じたところ(気 
づき)の項目とで共通する項目である。注目すべき点 
としては、語彙指導後の時点で気づきがあったものの 
内容的に曖昧であった部分が、模擬授業を見学したこ 
とでより具体的な気づきへと変わっている項目がいく 
っか見受けられるところである。なお網がけされた箇 
所は、学生が語彙指導の実践①を行った後に感じた(気 
づいた)改善点と、学生が教師の模擬授業を体験して 
授業づくりにおいて大事だと感じたところ(気づき) 
で共通しなかった項目である。
項闰Aの語彙指導の実踐！液の感想では、5名の学 
生が「子どもたちがしっかり活動できる進行をするベ 
きであると感じた」とあげているが、このように自分 
たちが行った進行の未熟さを感じているものの、具体 
的に何が足りていないかが見えていないような記入が 
多かった。しかし、模擬授業体験後の感想では「難易 
度を少しずつ上げていくことでやる気が持綾すると感 
じた」、「しっかり繰り返し練習してから主活動を行う 
ことが大事だと感じた」、「繰り返し練習にバリエーシ 
ョンを持たせることで飽きずに続けられると感じた」 
など、具体的にどのように進行すれば「子どもたちが 
しっかり活動できる』のかを考えることができている。 
また、人数も10名と実践①後には活動の進行に注意 
を置いていなかった学生も進行についての気づきを得 
ることができていた。
項目Bの語彙指導の実践①後の_では、2洛の学 
生が「全員に満遍なく活動させることが必要だと感じ 
た」と、子どもの活動への参加度の偏りを問題点とし 
てあげていたが、模擬授業体験後には倍の4名の学生 
が「子供達に発言させる機会を多く持っことが大事だ 
と感じた」「個別対応をすると子どもが喜ぶと感じた」 
など具体的などのようにすれば参加度の偏りを減らす 
ことができるかに注阁できていた〇
また項目Cでは8名の学生が「楽しい雰囲気づくり 
ができなかった•できたら褒めることが必要であると 
感じた」と語彙指導の実践①後の感想で述べているが 
ここでも楽しい雰囲気をどのように作れば良いのかな 
どについて詳しく言及できていなかった。しかし模擬 
授業体験後には9名の学生が、「明るい表情をすること 
で楽しい雰囲気が作れると感じた。」
「ゆっくり話すとわかりやすいと感じた。」「しっかり 
褒めることは大切だと感じた」など、具体的にどのよ 
うな働きかけが授業の雰囲気をよくしていくのかを考 
えることができていた。
項目乃の「もっと子どもたちが主体として動ける授 
業づくりをしたいと思ったJに着目していたのが語彙 
指導の実践①後の感想では、1名の学生であったのに 
対して、模擬授業体験後には11人と、半数近くの学 
生が、子どもが主体となって動ける授業づくりへの価 
値を感じていた。眞体的には好きなアイスクリームを 
買いに行く活動がとても楽しく、子どもが喜びそう■ 
達成感があったというコメントが多く見受けられた。 
Brewster and Ellis(2005)も自分の興味と関連性のあ 
る語彙を子どもは学びたいと思い、また学習や記憶が 
最も容易であると述べている45。項自Eにっいては特 
筆すべき点がないのでここでは取り上げない。
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表3 :授業の展開3*4段階を終えての感想
表4 :授業の展開3-5段階を終えての感想
宇生が教鋒の橇羅授•を体麯して授蓽づく讲こおいて大事だと赚じたところ(氣づき)
A
度を少しずつ上げていくことでやる気が辨教すると想じた
しっかり綠り遇し破8してから主活fcを行うことが大舉だと8じた 
罎y®し鶉wこバリI•••シ3ンを附ごせることで飽？ずけ破ると«じた
10
B 子供連に费言させる機会を多く持っことが大事だと®じた «幻対応奁すると子どもが喜ぶと番じた 4
〇 ¢4い褰情をすISことで しい雰S気が作れると•(：た,っくり購すとわかりやTいと®CL•しっかリ餐め4ことは大切だと®じた 9
〇 子供連が主体となって勤けるa助は大事だと釀じた 11
E 乎!■を分かりやすくすることが大事だと•じた 1
一
沁
趣涵蓬麵獅調醐醐
團醒！^^^
5.まとめ
本ゼミに在籍する学生は自らが幼児の時に英語教育 
を体験したことはなく、実際に授業の様子を目にした 
こともないだけに、講義を聞いただけの段階では、现 
解はできても実際に活動がどのように行われるかピン 
とこない様子を見せていた。
クラスメートと協力し、授業計画を立てている際は、 
やはり幼児教育を専門としているだけに活動としては 
幼児が好むようなものを考えつくが、どのように英語 
を習得させるかに関しては個別に説明を行っても理解 
が難しい部分があった。
実際に前に立って活動を進行させると同時にクラス 
メートの活動実践を観察することで初めて(特に複数 
で指導を行う際)綿密な打ち合わせの重要性やしっか 
りと準備を行う大切さを感じ取っていた。さらに反省 
事現をまとめて全体で見確:し、問題点の言謝匕を図っ 
たことで漠然としていた課題をより明確にできたので
はないかと考えられる。
教師の模擬授業には全員が楽しく参加している様子 
が伺えた。感想には、A分も表情豊かにしたい、楽し 
い活動を考えたいなど前向きな姿勢を害いている筒所 
も多々見られたことから、段階的指導によって理解を 
深めることでモチベーションの向上にもつながるので 
はないかという見角军を得た。
6.今後の課題
これらの気づきを生かして、後期最後(活導実戦②) 
に行われる最終発衷への準備が始まっている。
最終課題は語彙活動から絵本の読み聞かせへの流れ 
で、4人1組で発表する。さらに綿密な打ち合わせと 
役割分担、事前準備ができていなければスムーズな進 
行が窒めないことから学生たちにとっては大きなチャ 
レンジとなるが、ここまで積み上げてきたことを生か 
して是非成功させて欲しい。
今回は最終発丧準備までの積み上げとしての段階的 
指導とその効果について論じたが、本質的な効果を見 
るためには、最終発表での学生たちのパフォーマンス 
と実践後の自己評価がより飛躍したものになっている 
かを検?十rることが必要となってくる。
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ピアスーパーバイザーからのコメント
幼児教育を志す本学の学生は、対象者の反応を見な 
がら、その興味を捉え、場を盛り上げていく能力が常 
に鍛えられ、その工夫された活動には素暗らしいもの 
がある。しかし、一方で、丁寧な準備、活動の緻密な
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分析を苦手とする学生もいるなか、初等教育に導入さ 
れる「英語」にいかに対処するかは、学生にも、養成 
校にも、大きな課題である。
本稿では、英語を得意としない学生たちがリハーサ 
ルを重ね、互いの様子から学びながら模擬授業を振り 
返り、稿耆の練りhげられた活動を目の当たりにする 
ことで、気づきのKが変わっていく実態が報告されて 
いる,この段階から最終発衷にどのように結びつくの 
か、続稿での報告が期待される。
(担当：三木麻子)
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